
『
上
代
歌
謡

に
お
け
る
伝
承
の
構
造
』

小

泉

明
日
香

上代歌謡における伝承の構造
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『古
事
記
』
、

『
日
本
書
紀
』
に
は
、
上
代
の
歌
謡
が
数
多
く
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
数
は
、
記
百
十
二
首
、
紀
百
二
十
八
首
に
の
ぼ

る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
記
紀
歌
謡
の
中
に
は
重
出
し
て
い
る
も
の
も
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら

の
歌
謡
は
、
記
紀

の
説
話
中
の
人
物
の
詠

ん
だ
歌
謡
と
し
て
記
さ
れ
、
人
物
の
喜
怒
哀
楽
と
い

っ
た
心
中
を
表
現
し
、
記
紀
の
説
話
を

一
層
魅
力
的
な
も
の
に
し
て
い
る
。

し
か
し
、
記
紀
説
話
と
歌
謡
の
関
係
に
つ
い
て
は
従
来
か
ら
歌
謡
の
独
立
的
性
格
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
説
話
と
歌
謡
の
関
係

を
考
え
る
に
当
た

っ
て
は
、
歌
謡

の
伝
承
者
の
問
題
も
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
こ
の
論
文
で
は
こ
れ
ら
の
問
題
を
、
第

一
章

で
は

「
古
事
記
と
日
本
書
紀
」
と
題
し
て
、
記
紀
の
成
立
事
情
か
ら
、
第
二
章

で
は

「
記
紀
の
重
出
歌
謡
」
と
し
て
、
記
紀
の
重
出
歌
謡

の
異
同
に
つ
い
て
、
第
三
章

で
は

「
天
語
歌
と
神
語
」
と
し
て
、
古
事
記
に
記

さ
れ
て
い
る

「
天
語
歌
」
、

「
神
語
」
と
い
う
名
称
を
持
つ
歌
謡
を
例
に
挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
面
か
ら
考
察
し
て
み
た
。

ま
ず
、
第

一
章

「古
事
記
と
日
本
書
紀
」
で
あ
る
が
、
記
紀
は
、
ほ
ぼ
同
年
代
に
成
立
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

(
記
七

一
二
年
成
立
、

紀

七
二
〇
年
成
立
)
、
性
格
を
異
に
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
記
序
、
続
日
本
紀
養
老
四
年
五
月
癸
酉
条
に
記
さ
れ
て
い
る
二
書
の
成
立
事

情
と
、
ま
た
、
記
紀

の
構
成

(記
は
紀
伝
体

・
異
伝
の
記
載
な
し
、
紀
は
編
年
体

・
異
伝
の
記
載
あ
り
)
か
ら
検
討
し
、
記
は
、
天
武
天

261
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皇

の

「
偽
り
を
削
り
實
を
定
め
て
、
後
葉
に
流

へ
む
と
欲
ふ
」

(記
序
)
の
意
志
を
反
映
さ
せ
て
編
纂
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
古
事
記
全

体

が

一
つ
の
大
き
な
流
れ
を
持
つ
も
の
、
ま
た
、
紀
は
逆
に
、
異
伝
を
多
く
記
載
す
る
こ
と
で
、
説
話
間

の
繋
が
り
よ
り
も
歴
史
書
と
し

て
の
公
平
な
立
場
を
優
先
さ
せ
た
も
の
と
し
て
定
義
し
た
。

次
に
第
二
章

「記
紀

の
重
出
歌
謡
」
で
は
、
第

一
節

「
重
出
歌
謡
と
説
話
の
異
同
」
と
し
て
、
重
出
歌
謡
五
十

三
首
を
挙
げ
、
歌
詞
の

異
同
、
記
載
条
、
歌
詠
者
、
説
話
の
異
同
、
に
つ
い
て
比
較
し
た
。
特
に
異
同
が
認
め
ら
れ
る
景
行
天
皇
条
の
歌
謡
と
説
話
に
つ
い
て
は
、

第

、
一節

「景
行
天
皇
条

の
重
出
歌
謡
に
お
け
る
異
同
」
と
し
て

一
節
を
設
け
て
検
討
し
て
み
た
が
、
記
で
は
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
が
死
ぬ
際
に

詠

ん
だ
と
し
、
紀

で
は
景
行
天
皇
が
九
州
に
滞
在
し
た
折
に
詠
ん
だ
、
と
さ
れ
て
い
る
重
出
歌
謡
に
注
目
し
、

こ
れ
ら

一
連

の
歌
謡
に
つ

け
ら
れ
た

「
ク

ニ
シ
ノ
ヒ
ウ
タ
」
の
名
称
が
二
通
り
の
意
味
を
持

つ
こ
と
か
ら
、
説
話
と
歌
謡
の
結
び
つ
き
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

第
三
章
は
、
第

二
章
で
名
称
を
持

つ
歌
謡
が
出
て
き
た
こ
と
を
引

い
て
、

「天
語
歌
と
神
語
」
と
い
う
題

で
、
名
称
を
持
つ
歌
謡
の
中

で
も
、
特
に
、
記
の

「
天
語
歌
」
と

「
神
語
」
を
取
り
あ
げ
、
歌
謡
内
容
と
説
話
内
容
の
違
い
、
歌

の
持
つ
性
格
、
歌
謡
の
伝
承
者
に
つ

い
て
考
察
し
た
。
こ
こ
で
は

「
天
語
歌
」

「
神
語
」
の
伝
承
者
を
天
語
部
と
推
定
し
、
ま
た

「
天
語
歌
」
は
朝
廷

へ
の
服
属
儀
礼
的
意
義

を
持

つ
宮
廷
寿
歌
で
あ
り
、
天
語
歌
の
説
話
は
歌
謡
に
添
う
よ
う
に
後
に
作
ら
れ
た
も
の
、

「神
語
」
は
八
千
矛
神
の
説
話
に
際
し
て
天

語

部
が
作

っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

以
上
の
三
章
か
ら
、
上
代
歌
謡
は
記
紀
に
撰
録
さ
れ
る
時
期
に
は
既
に
、
説
話
と
歌
謡
の
組
合
せ
に
つ
い
て
共
通
認
識
が
存
在
し
て
い

た

の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
、
説
話
と
歌
謡
の
組
合
せ
に
は
、
歌
謡
に
際
し
て
説
話
が
作
ら
れ
る
も
の
と
、
説
話
に
際
し
て
歌
謡
が
作

ら
れ
る
も
の
が
あ
る
と
い
う

こ
と
が
考
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
語
部
は
歌
謡
を
伝
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
説
話
と
歌
謡
の
組
合
せ
、
説
話
に

際
し
た
歌
謡
の
制
作
に
も
携
わ

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
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